
2001年出上の木簡

新
，

北

小

脇
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
吉
田
町
大
字
米
納
津
字
大
保

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
五
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
吉
田
町
教
育
委
員
会

・
山
武
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
布
施
智
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

。
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
小
脇
遺
跡
は
、
米
納
津
集
落
の
南
西
端
の
水
田
中
に
位
置
す
る
。
国
営
大

通
川
放
水
路
の
建
設
に
伴
い
、
約

一
五
〇
〇
〇
ポ
を
調
査
し
た
。

検
出
遺
構
は
、
平
安
時
代
の

溝

。
土
坑

・
ピ
ッ
ト
、
中
世
の

溝

・
土
坑

。
井
戸

・
掘
立
柱
建

物

・
道
路
状
遺
構

・
鍛
冶
関
連

遺
構
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
、

平
安
時
代
の
遺
構

・
包
含
層
か

ら
須
恵
器

（杯
・
杯
蓋
・
甕
・

壷
。
円
面
硯
）

。
土
師
器

（杯

・

甕
）

。
黒
色
土
器

（杯
）、
中
世

の
遺
構
か
ら
は
、
珠
洲
焼

・
青
磁

。
土
錘

・
木
製
品

（人
形

・
箸
状
木
製
品
。
漆

器
な
ど
）

・
砥
石

・
刀
子

・
羽
口

。
鉄
津

（椀
形
津

・
粒
状
津
）

・
鍛
造
刹
片
な

ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
中
世
の
井
戸
跡
で
、
Ｓ
Ｅ
二
〇
、
Ｓ
Ｅ
二

一
、
Ｓ

Ｅ
四
三
で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
二
〇
は
、
径

一
二
人
釦
深
さ

一
三
五
ｃｍ

（検
出
面
よ
り
、

以
下
同
様
）
を
測
る
。
ほ
ぼ
垂
直
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
木
簡

二
点
の
ほ
か
、
共
伴
遺
物
と
し
て
、
珠
洲
焼

・
か
わ
ら
け

。
砥
石

。
羽
口

・
木

製
品
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
二

一
は
径
二
四
〇
帥
深
さ

一
七
五
伽
を
測
り
、
や
や

楕
円
の
平
面
プ
ラ
ン
を
呈
す
る
。
ほ
ぼ
垂
直
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
井
戸
で
あ

る
が
、
中
段
よ
り
下
が
若
干
外
側
に
広
が
り
や
や
フ
ラ
ス
コ
状
を
呈
し
て
い
る
。

木
簡
二
点
の
ほ
か
、
共
伴
遺
物
は
木
製
品
が
主
体
で
下
駄
や
刀
形
な
ど
、
ま
た

箸
状
木
製
品
が

一
〇
〇
点
近
く
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
四
三
は
径

一
人
○
伽
深
さ

一

五
人
伽
を
測
り
、
Ｓ
Ｅ
二

一
と
同
様
に
や
や
楕
円
形
を
呈
す
る
。
上
端
か
ら
下

端
ま
で
完
全
に
垂
直
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。
木
簡
二
点
の
ほ
か
、

箸
状
木
製
品
や
鉄
淳
な
ど
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
の
木
簡
も
井
戸
中
段
よ
り
下

段
に
か
け
て
の
黒
仄
色
土
か
ら
そ
の
他
の
遺
物
と
と
も
に
検
出
さ
れ
た
。
覆
土

の
状
況
か
ら
ほ
か
の
遺
物
と
と
も
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
の
廃
絶
時
期
を
特
定
す
る
遺
物
の
出
土
が
少
な
い
た
め
断
定
で
き
な
い

が
、
遺
跡
全
体
を
通
し
て
出
土
し
て
い
る
珠
洲
焼
か
ら
判
断
す
る
と
、　
一
四
世

紀
か
ら

一
五
世
紀
を
中
心
と
す
る
こ
ろ
に
営
ま
れ
て
い
た
集
落
と
考
え
ら
れ
、

木
簡
も
同
時
期
と
み
ら
れ
る
。

―
■

森

(弥 彦)



８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｅ
二
〇

い

　

正
和
元
年

Ｓ
Ｅ
三
一〔賀

暦
弐
年

力
〕

②
　
・
□
□
□
□
」

。
日

回

」

①
　
　
ズ
符
篠
）
日

□
」

Ｓ
Ｅ
四
三□

将
来
子
孫
」

蘇
□
将
来
子
孫
也
」

ω
は
、
上
端
が
斜
め
に
切
ら
れ
、
先
端
が
炭
化
し
て
お
り
焼
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
正
和
元
年

（
〓
二
一

二
）
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
他
に
も
木
街

一
点
が
出
土
し
て
い
る
が
、

梵
字
が
墨
書
さ
れ
て
お
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
。

②
は
、
上
端
は
折
損
し
て
い
る
が
、
下
端
は
鋭
く
尖
ら
せ
る
。
両
面
に
墨
書

が
施
さ
れ
て
い
る
。
表
面
冒
頭
は

「賀
暦
弐
年
」
と
判
読
で
き
る
可
能
性
が
あ

（
∞
］
）
×

滓
ｏ
×

り
　

ｏ
∞
】

含

Ｐ
∞
）
×

牌
ω
×

卜
　

ｏ
り
ｏ

］
ω
∞
×

∞
牌
×

Ｎ
　

Ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
φ
∞
）
×

滓
］
×
∞
　
ｏ
∽
ｏ

（
Ю
∞
ω
）
×
Ю
∞
×
］

ｏ
い
Ｐ

る
。
「賀
暦
」
を
元
号
の

「嘉
暦
」
の
当
て
字
と
判
断
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
の

嘉
暦
二
年

（
〓
≡
一七
）
に
あ
た
る
が
年
号
と
読
め
る
か
ど
う
か
確
実
で
な
い
。

裏
面
の
墨
書
は
判
読
不
能
で
あ
る
が
、
呪
文
の
類
と
推
測
さ
れ
る
。
①
は
、
上

端
を
鋭
く
尖
ら
せ
、
下
端
も
尖
ら
せ
て
は
い
る
も
の
の
平
坦
面
を
作
り
出
し
て

い
る
。
上
半
に
符
篠
が
あ
り
、
呪
符
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
他
に

も
上
端
を
山
形
に
尖
ら
せ
、
下
端
を
鋭
く
尖
ら
せ
た
木
簡
状
木
製
品
が

一
点
出

土
し
て
い
る
が
、
墨
書
及
び
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

い
は
、
上
端
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
下
端
は
鋭
く
尖
ら
せ
て
い
る
。
働
は
、

上
端
を
わ
ず
か
に
欠
損
す
る
が
、
両
端
と
も
に
鋭
く
尖
ら
せ
る
。
ω
⑬
と
も
に

蘇
民
将
来
札
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（布
施
智
也
）
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